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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株価の上昇や円安効果により、緩やかながら景気は回復基調

にあるものの、消費税増税による駆け込み需要の反動の長期化等により、先行きの不透明感が拭えない状況にあり

ます。

このような状況のもと、当社グループとしましては、如何なる環境変化にも対応して、持続的発展を遂げられる

よう、全力を使って付加価値を創出する、を基本方針に、品質の向上、原価低減、人材の適正配置を運営方針に掲

げ、全社一丸となって実践に当たってまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における業績につきましては、売上高は45億47百万円（前年同四半期

比101.2％）となりました。利益面におきましては、PT.FUJIKO INDONESIAの本格稼働に伴う経費負担等により、営

業損失１億29百万円（前年同四半期は営業損失99百万円）、経常損失90百万円（前年同四半期は経常損失56百万円）

となりました。

なお、四半期純損失は、繰延税金資産の回収可能性を見直した結果、67百万円（前年同四半期は四半期純損失63

百万円）となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

環境・エネルギー資材

環境資材については、耐熱フィルターを中心に環境資材関連の受注が堅調に推移しました。エネルギー資材につ

いては市況の回復の遅れ等により販売はやや低調に推移しました。また、環境資材、エネルギー資材ともに原価低

減に取り組んだものの利益は低調となりました。その結果、環境・エネルギー資材事業では、売上高は９億36百万

円（前年同四半期比103.2％）、セグメント利益は１億４百万円（前年同四半期比78.2％）となりました。

工業資材

工業資材については、OA機器用、各種産業用資材ともに低採算品目の販売見直しを行ったことにより販売、利益

ともに低調に推移しました。その結果、工業資材事業では、売上高は14億79百万円（前年同四半期比92.9％）、セグ

メント利益は１億86百万円（前年同四半期比66.4％）となりました。

建装・自動車資材

建装資材については、展示会等の各種カーペットの受注を中心に好調に推移しました。自動車資材についても、

受注は安定しており販売は堅調に推移しました。建装資材、自動車資材ともに原価低減に取り組んだものの利益は

低調となりました。その結果、建装・自動車資材事業では、売上高は18億45百万円（前年同四半期比111.6％）、セ

グメント利益は１億93百万円（前年同四半期比89.6％）となりました。

その他

その他事業については、電気資材、衣料資材、帽子帽材等ともに、販売ルートの強化及び新規市場の開拓に積極

的に取組みましたが、消費税増税等の影響により、販売、利益ともに低調に推移しました。その結果、その他事業

では、売上高は２億85百万円（前年同四半期比84.1％）、セグメント利益は42百万円（前年同四半期比77.9％）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

(1)資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期連結累計期間末における財政状態につきましては、総資産が132億86百万円と前連結会計年度末に比

べて２億94百万円の減少となりました。これは主に、商品及び製品が95百万円増加し、現金及び預金が３億１百万

円、受取手形及び売掛金が65百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　負債の部は、41億34百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億49百万円減少となりました。これは主に、支

払手形及び買掛金が１億12百万円、流動負債のその他が１億１百万円、長期借入金（１年内返済予定を含む）が94

百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産の部は、91億52百万円となり、前連結会計年度末に比べて54百万円増加となりました。これは主に、利益

剰余金が21百万円、その他有価証券評価差額金が52百万円それぞれ増加し、為替換算調整勘定が22百万円減少した

ことによるものであります。
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(2)キャッシュ・フローに関する分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下資金）は、14億35百万円と前連結会計年度末と比

べ３億１百万円（17.4％）減少しました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュフローは、84百万円の支出（前第２四半期連結累計期間

は65百万円の支出）となりました。これは主に、減価償却費１億65百万円、売上債権の減少額54百万円等による資

金の増加と、税金等調整前四半期純損失90百万円、たな卸資産の増加額１億２百万円、仕入債務の減少額99百万円、

法人税等の支払額45百万円等の資金の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュフローは、２億25百万円の支出（前第２四半期連結累計

期間は１億29百万円の支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出１億94百万円及び無形固

定資産の取得による支出31百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュフローは、６百万円の支出（前第２四半期連結累計期間

は４億19百万円の収入）となりました。これは主に、セール・アンド・リースバックによる収入１億35百万円によ

る資金の増加と、長期借入金の返済による支出94百万円、配当金の支払額37百万円等の資金の減少によるものであ

ります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年３月期第２四半期の業績予想につきましては、平成26年11月５日公表の「業績予想の修正に関するお知

らせ」のとおり修正を行っております。また、通期の業績予想につきましては、平成26年５月16日に発表しました

通り変更ありません。

なお、業績予想は現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的リスクや不確実性が含まれてお

ります。従いまして、実際の業績は様々な要因により上記の予想とは異なることがあります。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第

１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期

間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の利益剰余金が126,607千円増加しております。また、当第２四半期

連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ2,521千円増加しております。

　

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,707,110 2,405,489

受取手形及び売掛金 3,322,562 3,257,206

商品及び製品 1,034,616 1,129,700

仕掛品 313,888 316,813

原材料及び貯蔵品 423,668 423,891

繰延税金資産 94,494 92,305

その他 61,589 94,092

貸倒引当金 △1,195 △6,463

流動資産合計 7,956,736 7,713,035

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,142,282 3,138,176

減価償却累計額 △1,565,341 △1,606,341

建物及び構築物（純額） 1,576,941 1,531,834

機械装置及び運搬具 6,000,444 6,074,636

減価償却累計額 △5,275,115 △5,359,940

機械装置及び運搬具（純額） 725,329 714,696

土地 1,558,881 1,542,856

建設仮勘定 169,228 10,326

その他 307,349 435,167

減価償却累計額 △255,994 △248,385

その他（純額） 51,354 186,782

有形固定資産合計 4,081,735 3,986,495

無形固定資産

のれん 79,317 66,098

ソフトウエア 121,062 110,021

その他 31,691 48,902

無形固定資産合計 232,072 225,021

投資その他の資産

投資有価証券 1,030,283 1,109,364

繰延税金資産 211,570 169,819

その他 103,403 131,888

貸倒引当金 △34,198 △48,856

投資その他の資産合計 1,311,058 1,362,215

固定資産合計 5,624,866 5,573,732

資産合計 13,581,602 13,286,768

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,603,456 1,491,445

短期借入金 350,000 350,000

1年内償還予定の社債 ― 50,000

1年内返済予定の長期借入金 189,392 189,392

未払法人税等 45,395 36,871

未払費用 108,469 110,954

賞与引当金 132,083 155,230

その他 346,040 244,457
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流動負債合計 2,774,836 2,628,352

固定負債

社債 150,000 100,000

長期借入金 730,624 635,928

退職給付に係る負債 680,399 513,135

その他 148,424 257,238

固定負債合計 1,709,447 1,506,301

負債合計 4,484,284 4,134,653

純資産の部

株主資本

資本金 1,716,300 1,716,300

資本剰余金 1,599,813 1,599,813

利益剰余金 5,875,714 5,897,465

自己株式 △222,075 △222,092

株主資本合計 8,969,752 8,991,486

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 128,882 180,958

為替換算調整勘定 70,721 47,966

退職給付に係る調整累計額 △72,038 △68,296

その他の包括利益累計額合計 127,566 160,628

純資産合計 9,097,318 9,152,114

負債純資産合計 13,581,602 13,286,768
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 4,493,119 4,547,298

売上原価 3,707,800 3,720,467

売上総利益 785,319 826,831

販売費及び一般管理費 884,344 956,622

営業損失（△） △99,024 △129,791

営業外収益

受取利息 5,736 3,973

受取配当金 5,238 6,999

不動産賃貸料 39,057 39,699

為替差益 8,906 783

その他 9,311 6,923

営業外収益合計 68,250 58,379

営業外費用

支払利息 8,479 9,264

売上割引 4,148 3,826

不動産賃貸原価 3,700 3,723

シンジケートローン手数料 7,720 ―

その他 1,833 1,777

営業外費用合計 25,881 18,592

経常損失（△） △56,655 △90,003

特別利益

固定資産売却益 1,136 13

特別利益合計 1,136 13

特別損失

固定資産除却損 2,689 90

特別損失合計 2,689 90

税金等調整前四半期純損失（△） △58,209 △90,080

法人税、住民税及び事業税 20,861 32,279

法人税等調整額 △15,841 △54,783

法人税等合計 5,020 △22,504

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △63,229 △67,575

少数株主利益 ― ―

四半期純損失（△） △63,229 △67,575
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △63,229 △67,575

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,555 52,076

為替換算調整勘定 43,203 △22,755

退職給付に係る調整額 ― 3,741

その他の包括利益合計 51,758 33,062

四半期包括利益 △11,470 △34,513

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △11,470 △34,513

少数株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △58,209 △90,080

減価償却費 158,745 165,292

のれん償却額 13,219 13,219

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,147 ―

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― 35,108

貸倒引当金の増減額（△は減少） 570 20,024

受取利息及び受取配当金 △10,975 △10,973

支払利息 8,045 9,264

有形固定資産売却損益（△は益） △1,136 △13

有形固定資産除却損 2,689 90

売上債権の増減額（△は増加） △186,760 54,932

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,039 △102,817

仕入債務の増減額（△は減少） △59,685 △99,946

その他 87,414 △34,772

小計 △37,894 △40,671

利息及び配当金の受取額 9,593 10,585

利息の支払額 △9,378 △9,417

法人税等の還付額 3,661 ―

法人税等の支払額 △31,284 △45,228

営業活動によるキャッシュ・フロー △65,302 △84,732

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △450,004 △950,000

定期預金の払戻による収入 450,000 950,000

有形固定資産の取得による支出 △84,644 △194,742

有形固定資産の売却による収入 2,543 13

無形固定資産の取得による支出 △46,032 △31,004

投資有価証券の取得による支出 △315 ―

貸付金の回収による収入 345 116

その他 △1,265 ―

投資活動によるキャッシュ・フロー △129,373 △225,616

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 730,000 ―

長期借入金の返済による支出 △55,636 △94,696

セール・アンド・リースバックによる収入 ― 135,147

リース債務の返済による支出 △9,669 △9,636

社債の発行による収入 100,000 ―

社債の償還による支出 △300,000 ―

自己株式の取得による支出 △186 △17

配当金の支払額 △37,070 △37,067

その他 △7,720 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー 419,718 △6,268

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,787 14,996

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 234,829 △301,621

現金及び現金同等物の期首残高 1,371,773 1,737,110

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,606,602 1,435,489
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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